
卯う
づ
き月　

第
６
７
４
号

日
本
全
国
に
約
八
万

社
あ
る
と
い
わ
れ
る
神
社
だ
が
、地
域
に
よ
っ

て
様
々
な
特
色
が
あ
る
。
例
え
ば
参
拝
時

に
捧
げ
る
玉
串
は
榊
を
使
う
の
が
一
般
的

だ
が
、沖
縄
で
は
榊
が
育
た
な
い
た
め
、ガ

ジ
ュ
マ
ル
を
用
い
る
▼
祭
典
が
斎
行
さ
れ
る

な
か
で
重
要
な
も
の
の
一
つ
に
神し

ん

饌せ
ん

が
あ

る
。
神
前
に
供
え
る
お
食
事
で
あ
る
が
、

米
・
酒
・
魚
・
野
菜
・
果
物
・
塩
・
水
を
基

本
と
し
地
元
の
産
物
が
捧
げ
ら
れ
る
な
ど
、

地
域
に
よ
り
由
緒
あ
る
神
饌
が
捧
げ
ら
れ

る
場
合
も
あ
る
▼
当
社
で
言
え
ば
十
二
月

の
古
式
祭
に
供
え
る
ゲ
バ
サ
モ（
海
藻
の
ア

カ
モ
ク
）九く

年ね
ん

母ぼ

（
ミ
カ
ン
の
原
種
）で
あ
る
。

ま
た
通
常
、
四
足
の
動
物
の
肉（
牛
・
馬
・

猪
な
ど
）は
神
饌
に
は
含
ま
れ
な
い
が
、山

間
部
に
位
置
す
る
地
域
で
は
、
狩
猟
し
た

猪
の
頭
部
や
獣
肉
を
供
え
る
所
も
あ
る
。

酒
に
関
し
て
も
地
元
の
日
本
酒
を
御
神
酒

と
し
て
い
る
所
が
多
い
が
、沖
縄
な
ど
で
は

泡
盛
が
供
え
ら
れ
る
▼
注
視
し
な
け
れ
ば

気
付
か
な
い
が
、そ
の
地
域
、そ
の
神
社
に

し
か
な
い
故
実
が
一
社
ご
と
に
存
在
す
る
。

日
本
人
の
生
活
習
慣
が
そ
の
ま
ま
反
映
さ

れ
る
神
道
。
参
拝
の
折
に
は
そ
の
奥
深
さ

に
も
触
れ
て
み
て
頂
き
た
い
。　
　
　
（
久
）

第
二
宮
・
第
三
宮 

仮
殿
遷
座
祭

若
布
献
上

ベ
ト
ナ
ム
行
幸
啓
・
祈
年
祭

神
宝
館
だ
よ
り
・
造
営
日
記

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

御
造
営
奉
賛
者
御
芳
名

3・245677

　
目
　
次
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三
月
一
日
、第
二
宮
・
第
三
宮
の
修
復
工
事
に

先
立
ち
、
両
宮
の
御
祭
が
仮
殿
と
な
る
辺
津
宮

本
殿
へ
遷
御
さ
れ
た
。

第
二
宮
は
田
心
姫
神
、
第
三
宮
は
湍
津
姫
神

を
お
祀
り
し
て
お
り
、両
宮
共
に
本
殿
は
、昭
和

四
十
八
年
の
第
六
十
回
神
宮
式
年
遷
宮
の
後
、

皇
大
神
宮
別
宮
で
あ
る
伊
佐
奈
岐
宮
、伊
佐
奈

弥
宮
の
古
殿
を
御
下
賜
い
た
だ
き
、
同
五
十
年

に
建
設
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
四
十
年
余
が
経
過

し
各
所
に
傷
み
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
為
、こ
の
度
、「
平
成
ノ
大
造
営
」事
業
の
一

環
と
し
て
屋
根
の
葺
替
、
腐
朽
し
た
木
材
部
分

の
取
替
え
等
の
修
復
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

祭
典
当
日
、
神
職
・
当
社
氏
子
青
年
会
々
員

四
十
名
余
の
奉
仕
の
も
と
、午
後
七
時
三
十
分
、

「
御
」は
浄
闇
の
な
か
遷
御
さ
れ
た
。

工
事
は
、本
年
八
月
中
に
は
終
了
し
、九
月
中

旬
に
本
殿
遷
座
祭
を
斎
行
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。 第

二
宮
・
第
三
宮  

仮
殿
遷
座
祭
斎
行

第
二
宮
・
第
三
宮
　
仮
殿
遷
座
祭
　
式
次
第
　

（
先
立
っ
て
、二
月
二
十
四
日
夕
刻
、内
陣
検
め
）

三
月
一
日
午
後
七
時

宮
司
以
下
祭
員
参
進（
是
よ
り
先 

手
水
の
儀
あ
り
）

宮
司
以
下
祭
員
祓
舎
に
著
く

修
祓

こ
れ
よ
り
第
二
宮
　

宮
司
以
下
祭
員
　
拝
殿
所
定
の
座
に
著
く

宮
司
一
拝（
諸
員
之
に
倣
ふ
）

宮
司
本
殿
の
御
扉
を
開
き
畢
り
て
側
に
候
す（
此
の
間
警
蹕
、諸
員
馨
折 

）

宮
司
祝
詞
を
奏
す

宮
司
殿
内
に
参
入
し
諸
員
各
其
の
位
置
に
列
立
す

奉
遷（
此
の
間
警
蹕
）

※
第
二
宮
御
羽
車
に
副
従
の
権
宮
司
、以
下
奉
仕
者
所
定
の
位
置
に
著
く

こ
れ
よ
り
第
三
宮
　

宮
司
以
下
祭
員
　
拝
殿
所
定
の
座
に
著
く

宮
司
一
拝（
諸
員
之
に
倣
ふ
）

宮
司
本
殿
の
御
扉
を
開
き
畢
り
て
側
に
候
す（
此
の
間
警
蹕
、諸
員
馨
折 

）

宮
司
祝
詞
を
奏
す

宮
司
殿
内
に
参
入
し
諸
員
各
其
の
位
置
に
列
立
す

奉
遷（
此
の
間
警
蹕
）

※
第
三
宮
御
羽
車
に
副
従
の
禰
宜
一
員
、以
下
奉
仕
者
所
定
の
位
置
に
著
く

午
後
七
時
三
十
分

遷
御（
此
の
間
警
蹕
）

こ
れ
よ
り
仮
殿（
辺
津
宮
本
殿
）　

入
御（
此
の
間
警
蹕
）

宮
司
祝
詞
を
奏
す（
此
の
間
諸
員
磬
折
）

宮
司
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼（
祭
員
列
拝
）

参
列
者
代
表
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼（
他
参
列
者
列
拝
）

宮
司
一
拝（
諸
員
之
に
倣
ふ
）

各
退
出

第二宮・第三宮 仮殿遷座祭斎行
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第二宮・第三宮 仮殿遷座祭斎行
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天
皇
皇
后
両
陛
下
に
は
、
二
月

二
十
八
日
よ
り
三
月
六
日
の
ご
日
程
で

ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
に
行
幸
啓

遊
ば
さ
れ
た
。
此
の
度
の
海
外
行
幸

啓
は
、
国
交
正
常
化
六
十
周
年
に
あ

た
る
こ
と
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
国
大
統
領
か

ら
の
招
請
を
お
受
け
に
な
ら
れ
た
も

の
で
、ご
慰
霊
を
目
的
と
さ
れ
た
も
の

で
は
な
か
っ
た
が
友
好
親
善
を
深
め
ら

れ
た
。

こ
の
ご
渡
航
に
あ
た
り
全
国
の
神

社
で
は
、ご
安
泰
を
祈
る
臨
時
祭
典
が

斎
行
さ
れ
て
お
り
、当
社
に
お
い
て
も

ご
出
発
前
の
二
月
二
十
四
日
午
前

十
一
時
、本
殿
に
於
い
て「
天
皇
皇
后

両
陛
下
越
南
社
会
主
義
共
和
国
御
渡

航
行
幸
啓
安
泰
祈
願
祭
」を
斎
行
し

葦
津
宮
司
奉
仕
の
も
と
ご
渡
航
の
安

泰
と
同
国
と
の
友
好
増
進
を
祈
る
祝

詞
が
奏
上
さ
れ
た
。

両
陛
下
は
ご
滞
在
中
、チ
ャ
ン
・
ダ

二
月
十
七
日
、五
穀
豊
穣
と
皇
室
・

国
家
の
安
泰
を
祈
る
祈
年
祭
が
恙
無

く
斎
行
さ
れ
た
。

祈き

年ね
ん

祭さ
い

と
は
春
の
耕
作
の
始
め
に

あ
た
り
、
五
穀
豊
穣
を
お
祈
り
す
る

お
祭
り
で
、「
と
し
ご
い
の
ま
つ
り
」と

も
呼
ば
れ
る
。「
と
し
」と
は
稲
の
美

称
で
、「
こ
い
」は
祈
り
や
願
い
で
あ

り
、お
米
を
は
じ
め
と
す
る
五
穀
の
豊

か
な
稔
り
を
祈
る
こ
と
を
意
味
し
、

十
一
月
二
十
三
日
に
執
り
行
な
わ
れ
、

豊
作
に
感
謝
す
る
新に

い

嘗な
め

祭さ
い

と
対
に
な

る
お
祭
り
と
さ
れ
て
い
る
。

当
社
で
は
二
月
十
七
日
午
前
十
一

時
に
沖
津
宮
・
中
津
宮
・
辺
津
宮
の
三

宮
其
々
で
祭
典
を
執
り
行
い
、辺
津
宮

で
は
宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
、巫
女
に
よ

る
浦
安
舞
が
奉
奏
さ
れ
た
。

天
皇
皇
后
両
陛
下
越
南（
ベ
ト
ナ
ム
）

社
会
主
義
共
和
国
へ
行
幸
啓

祈
年
祭
斎
行

ベトナム行幸啓　祈年祭斎行

イ
・
ク
ア
ン
国
家
主
席
夫
妻
と
の
会
見

や
晩
餐
会
へ
ご
臨
席
さ
れ
る
な
ど
、日

越
両
国
の
友
好
親
善
を
お
進
め
に
な

ら
れ
た
。
ま
た
先
の
大
戦
終
結
後
、フ

ラ
ン
ス
と
の
第
一
次
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争

で
指
導
に
あ
た
る
な
ど
し
た
、
残
留

元
日
本
兵
家
族
と
の
面
会
も
実
現
さ

れ
た
。

ま
た
五
日
に
お
立
ち
寄
り
に
な
ら

れ
た
タ
イ
で
は
昨
年
十
月
に
崩
御
さ

れ
た
プ
ミ
ポ
ン
・
ア
ド
ゥ
ン
ヤ
デ
ー
ト

前
国
王
を
ご
弔
問
遊
ば
さ
れ
、
新
国

王
ワ
チ
ラ
ロ
ン
コ
ン
陛
下
と
も
会
見
さ

れ
た
。
そ
し
て
羽
田
空
港
で
は
、皇
太

子
殿
下
ご
夫
妻
を
は
じ
め
皇
族
方
や

安
倍
首
相
ら
三
権
の
長
の
お
出
迎
え

を
受
け
ら
れ
六
日
夜
に
還
行
啓
遊
ば

さ
れ
た
。
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三
月
十
七
日
、早
春
の
玄
界
灘
の
天

然
初
物
若
布
を
賢
所
、天
皇
皇
后
両
陛

下
、
皇
太
子
同
妃
両
殿
下
、
三
笠
宮

家
、加
え
本
年
は
秋
篠
宮
家
、高
円
宮

家
、
常
陸
宮
家
へ
葦
津
宮
司
、
中
村
忠

彦
氏（
宗
像
漁
業
協
同
組
合
組
合
長
）、

宮
本
昭
則
氏（
宗
像
漁
業
協
同
組
合
副

組
合
長
）、随
行
神
職
一
名
が
宮
中
へ
参

内
し
、恙
無
く
献
上
申
し
上
げ
た
。
こ

の
皇
室
へ
の
献
上
は
、
昭
和
三
十
八
年

に
始
ま
り
、本
年
で
五
十
五
回
目
を
迎

え
た
。

今
年
の
若
布
は
順
調
に
育
ち
、二
月

二
十
日
頃
よ
り
地
島
沖
に
て
採
り
始
め
、

濃
緑
で
磯
の
香
り
の
強
い
良
質
な
若
布

が
採
取
さ
れ
、伝
統
的
な
技
法
で
奉
製

さ
れ
た
乾
燥
若
布
が
三
月
六
日
、当
社

に
納
め
ら
れ
献
上
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。

十
六
日
の
午
前
九
時
五
十
分
、本
殿

に
て
奉
告
祭
を
斎
行
し
、
出
社
し
た
。

福
岡
空
港
で
は
献
上
者
を
は
じ
め
、例

年
若
布
を
運
ん
で
い
た
だ
く
全
日
本
空

輸
㈱
の
皆
様
が
参
列
し
、当
社
巫
女
よ

り
客
室
乗
務
員
へ
の
手
渡
し
式
が
行
わ

れ
、若
布
は
機
内
へ
運
ば
れ
上
京
し
た
。

献
上
当
日
の
十
七
日
午
前
十
時
十

分
、
坂
下
門
よ
り
宮
中
へ
参
内
。
葦
津

宮
司
が
若
布
献
上
の
旨
を
言
上
、
賢

所
、天
皇
皇
后
両
陛
下
に
献
上
を
申
し

上
げ
た
。
宮
中
を
辞
し
た
一
行
は
、皇

太
子
同
妃
両
殿
下
を
始
め
各
宮
家
へ
向

い
献
上
申
し
上
げ
、こ
こ
に
宗
像
大
社

並
び
に
宗
像
大
社
海
洋
神
事
奉
賛
会
春

の
重
儀「
若
布
献
上
の
儀
」を
無
事
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

第
55
回 

若
布
献
上 

玄
界
灘
の
天
然
若
布
を
皇
室
へ
献
上

第55回　若布献上



硬ぼ
た

山や
ま

の
見
ゆ
る
髙
校
新
任
で
教
え
て
学
ぶ
生
徒
喜
寿	

秋
吉　
嘉
範

　
　
教
え
子
と
の
長
い
交
流
。〈
新
任
で
硬
山
見
ゆ
る
高
校
に
教
え
し
生
徒
ら
喜
寿
を
迎
え
る
〉
と
し
た
。

季
遅
れ
て
風
に
ふ
る
え
る
「
君
の
名
は
」
色
の
届
か
ぬ
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ	

早
川　
祥
三

　
　
果
実
に
同
情
す
る
作
者
。
括
弧
を
取
り
四
句
以
降
〈
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
い
ま
だ
に
青
く
〉
な
ど
と
。

通
院
も
服
薬
も
せ
ず
節
分
を
我
手
作
り
の
恵
方
巻
食
ぶ	

豊
田　
光
子

　
　
医
療
の
必
要
が
な
い
健
康
な
作
者
。
恵
方
巻
で
節
分
と
分
か
る
の
で
二・三
句
を
〈
～
せ
ぬ
幸
せ
に
〉。

霜
月
に
皇
帝
ダ
リ
ア
は
花
を
つ
け
硬
き
蕾
を
地
に
散
ら
ば
せ
り	

萩
原　
　
勉

　
　
発
見
の
あ
る
歌
。
主
語
を
蕾
に
し
て
〈
霜
月
に
咲
け
る
皇
帝
ダ
リ
ア
の
し
た
硬
き
蕾
が
土
に
散
ら
ば
る
〉。

初
恋
の
話
に
宴う
た
げの
盛
り
上
が
り
学
友
た
ち
の
お
ほ
い
に
笑
ふ	

佐
々
木
和
彦

　
　
楽
し
い
同
窓
会
。
三
句
の
助
詞
の・

を
省
き
、
四
句
は
〈
～
と
〉
と
す
る
と
調
べ
が
良
く
臨
場
感
も
出
る
。

差
し
交
は
す
庭
木
の
枝
も
如
月
に
入
れ
ば
僅
か
に
芽
吹
き
の
見
ゆ
る	

森　
　
龍
子

　
　
眼
の
良
い
作
者
。
め
り
は
り
を
つ
け
二
句
以
下
〈
枝
に
僅
か
に
芽
吹
き
見
ゆ
わ
が
庭
の
木
々
如
月
に
入
り
〉。

見
き
き
す
る
体
に
良
き
の
こ
と
が
ら
を
い
く
つ
も
愛
し
老
ゆ
く
わ
た
し	

北
野
カ
ズ
ミ

　
　
健
康
法
を
楽
し
む
作
者
だ
ろ
う
。
二
句
は
〈
心
身
に
良
き
〉
と
。
そ
の
内
容
が
分
か
る
と
更
に
良
い
が
。

菊
花
展
七
日
め
は
朝
の
雨
ふ
り
て
冴
え
ざ
え
と
緑あ
を

き
菊
の
葉
の
か
ず	

山
﨑　
公
俊

　
　
描
写
が
丁
寧
。
や
や
説
明
的
な
の
で
三
句
か
ら
詠
み
〈
冴
え
ざ
え
と
菊
の
葉
緑
し
菊
花
展
七
日
め
～
〉。　

K
さ
ん
は
常
常
は・

ち・

に
こ
だ
わ
る
と
う
８
に
と
げ
な
し
八
は
す
え
広
が
り
だ	
山
本　
静
子

　
　
拘
り
は
好・

き・

ら
し
い
の
で
、〈
Ｋ
さ
ん
は
八
を
好
め
り
数
字
に
は
棘
な
く
漢
字
は
末
広
が
り
と
〉
と
。

乗
り
遅
れ
次
の
列
車
を
待
つ
間
日
だ
ま
り
さ
が
し
て
し
ば
し
温
く
も
る	

池
浦
千
鶴
子

　
　
乗
り
遅
れ
る
と
次
ま
で
が
待
ち
長
い
。
四
句
を
〈
ホ
ー
ム
の
日
向
で
〉
で
な
ど
と
す
る
と
景
が
見
え
る
。

山
靴
の
ひ
も
結
び
終
え
仰
ぎ
て
も
見
え
ぬ
山
頂
朝
空
に
見
る	

吉
崎
美
沙
子

　
　
登
山
す
る
朝
の
高
揚
感
が
出
て
い
る
。
結
句
を
見
る
で
は
な
く
描
く
と
し
て
は
い
か
が
。

青
空
を
バ
ッ
ク
に
峰
の
羽
根
広
げ
福
智
の
山
は
春
の
ハ
ン
タ
ー	

本
田
エ
リ
ナ

　
　
山
を
猛
禽
に
喩
え
る
発
想
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
。
結
句
に
〈
春
の
若
鷹
〉
な
ど
と
鳥
の
名
を
挙
げ
て
も
。

玄
海
を
涛な
み

の
墓
場
と
鎮
め
た
り	

早
川　
祥
三

花
桃
の
つ
ぼ
み
ふ
く
ふ
く
ふ
く
ら
み
ぬ
三
寒
四
温
の
し
を
ん
の
あ
ひ
に

来
世
で
は
吉
事
つ
た
へ
よ
再
生
後
し
ん
ぶ
ん
し
に
な
る
古
し
ん
ぶ
ん
し

◆ 

選 

者 

詠

7

御
造
営
奉
賛
者
御
芳
名
（
平
成
二
十
九
年
二
月
） 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

行
橋
市	

岡
本　
勇
二	

	

　
　
　
明
子

一
〇
、〇
〇
〇
円

茨
木
市	

大
西　
正
文

宇
佐
市	

山
田　
幸
雄

大
牟
田
市	

糸
永　
康
平

北
九
州
市	

吉
本　
幸
一

北
九
州
市	

杣　
　
　
巖

苫
小
牧
市	

田
元　
　
勝

	

　
　
　
通
江

西
尾
市	

榊
原　
光
信

福
岡
市	

糸
瀬　
大
悟

宗
像
市	

岩
見　
貴
史

九
、〇
〇
〇
円

宗
像
市	

小
嶋　
紹
男

五
、〇
〇
〇
円

伊
丹
市	

西
田　
京
美

大
阪
市	

堺　
　
隆
行

北
足
立
郡	

谷
口　
浩
介

豊
島
区	

大
島
希
宗
子

直
方
市	

森　
勢
津
子

福
岡
市	

村
多　
浩
幸

福
岡
市	

冨
岡　
礼
子

福
岡
市	

内
田　
雄
之

福
岡
市	

松
木　
美
音

宗
像
市	

片
岡　
祐
見

目
黒
区	

岸
本　
吉
生

三
、〇
〇
〇
円

大
阪
市	

福
地　
昭
義

京
都
市	

田
中
耕
太
郎

久
留
米
市	

森
山　
和
子

福
岡
市	

藤
田　
和
彦

二
、〇
〇
〇
円

海
部
郡	

野
瀬　
章
代

宇
都
宮
市	

吉
田　
幸
正

大
分
市	

野
﨑　
峰
雄

岡
崎
市	

野
村　
一
三

刈
谷
市	

髙
橋　
知
浩

久
留
米
市	

国
分　
慶
法

合
志
市	

前
田　
清
美

御
殿
場
市	

滝
上　
　
伯

吹
田
市	

弓
場
上
壽
子

高
梁
市	

南　
真
由
美

苫
小
牧
市	

深
澤　
光
輝

中
野
区	

川
村　
能
正

中
間
市	

木
下　
建
二

柳
川
市	

待
鳥　
智
香

宗
像
大
社
歌
会
詠
草
■
大
西
晶
子
選　
■
毎
月
25
日
〆
切

歌会詠草　御造営奉賛者御芳名

第
６
６
８
回

第
６
４
１
回

俳
句
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第
二
宮
・
第
三
宮
修
復
工
事
始
ま
る

三
月
一
日
に
仮
殿
遷
座
祭
を
終
え
、第
二
宮
・
第
三

宮
の
修
復
工
事
が
始
ま
っ
た
。
先
ず
幄
舎
の
曳
家
工
事

と
瑞
垣
解
体
が
な
さ
れ
、次
い
で
社
殿
屋
根
の
銅
板
剥

ぎ
が
行
な
わ
れ
た
。
今
回
の
工
事
で
は
、部
材
の
取
替

え
は
第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮
に
お
い
て
下
賜
さ
れ

た
古
材
が
用
い
ら
れ
、瑞
垣
は
削
り
直
し
を
行
い
再
度

使
用
す
る
。
屋
根
に
つ
い
て
は
、
社
頭
に
て
参
拝
者
に

奉
納
し
て
戴
い
た
約
五
千
枚
の
銅
板
を
使
用
し
て
葺
き

替
え
ら
れ
る
。
現
在
の
社
殿
は
第
六
十
回
式
年
遷
宮
の

際
に
特
別
に
下
賜
さ

れ
、昭
和
五
十
年
移
築

再
建
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
再
建
以
来
大

規
模
な
修
繕
と
な
る
。

工
事
業
者
に
つ
い
て
は

左
記
の
通
り
で
あ
る
。

◆
設
計
監
理

　
日
本
建
築
工
藝
設
計
事
務
所

◆
施　
　
工

　
株
式
会
社
弘
江
組

神宝館だより・造営日記

今
月
号
よ
り
、
宗
像
大
社
の
宝
物
を
収
蔵
展
示
し

て
い
る
神
宝
館
か
ら
み
な
さ
ま
へ
、
毎
月
ち
ょっ
と
し

た
情
報
を
お
届
け
し
て
い
く
。
神
宝
館
の
学
芸
員
二
名

が
リ
レ
ー
で
宝
物
の
面
白
さ
や
意
義
深
さ
、日
々
の
活

動
な
ど
を
様
々
に
自
由
に
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

さ
て
、当
大
社
の
神
体
島 

沖
ノ
島
を
主
体
に
三
宮

境
内
を
構
成
資
産
に
含
む「『
神
宿
る
島
』宗
像
・
沖
ノ

島
と
関
連
遺
産
群
」の
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
登
録

が
迫
っ
て
く
る
中
で
、今
年
は
元
旦
か
ら
九
州
国
立
博

物
館
の
特
別
展「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
大
和
朝
廷
」が
盛

況
を
博
し
た
。
本
展
覧
会
は
、『
古
事
記
』『
日
本
書

紀
』の
記
述
と
、
古
代
の
大
和
・
九
州
・
朝
鮮
半
島
の

出
土
品
を
交
差
さ
せ
な
が
ら
、神
宿
る
島 

沖
ノ
島
の

起
源
に
迫
る
と
い
う
も
の
で
、会
期
中
、七
万
五
千
人

を
超
え
る
来
場
者
が
あ
り
、去
る
三
月
五
日
、幕
を
閉

じ
た
。
今
回
、来
場
者
の
関
心
を
集
め
た
沖
ノ
島
神
宝

は
何
だ
っ
た
の
か
。ラ
ン
キ
ン
グ
に
す
る
と
、１
位
：
金こ

ん

銅ど
う

製せ
い

高た
か

機は
た

、２
位
：
金
銅
製
龍り

ゅ
う

頭と
う

、
3
位
：
鏡
、
4

位
：
金
製
指
輪
、5
位
：
金
銅
製
香
炉
状
品
、6
位
：

子こ

持も

勾ま
が

玉た
ま

、石
製
腕
輪（
石い

し

釧く
し
ろ・
車し

ゃ

輪り
ん

石せ
き

）と
の
こ
と
。

展
示
の
配
置
、演
出
な
ど
の
影
響
も
あ
る
が
、最
も
関

心
が
高
か
っ
た
の
は
、
当
大
社
が
メ
イ
ン
と
し
て
い
る

金
製
指
輪
で
は
な
く
、意
外
に
も
金
銅
製
高
機
で
あ
っ

た
。
観
覧
者
は
、高
機
の
精
巧
な
姿
、歴
史
的
価
値
に

加
え
て
、造
形
が
も
つ
美
し
さ
に
魅
了
さ
れ
た
よ
う
で

あ
る
。
お
そ
ら
く
、ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
工
夫
に
よ
っ
て
、

作
品
本
来
の
美
し
さ
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
の

だ
ろ
う
。
本
稿
で
も
、宝
物
本
来
の
魅
力
を
お
届
で
き

た
ら
と
思
う
。日
々
宝
物
を
近
く
で
見
守
る
学
芸
員
な

ら
で
は
の
観
点
で
紹
介
し
て
い
き
た
い
。　
　
　
（
福
）

観覧者は展示室中央に悠然と展示された鏡4面にも興
味津々。鏡の裏面に散りばめられた文様を確認しなが
ら楽しんでいた。

造
営
日
記
32

神
宝
館
だ
よ
り
1

万
点
ノ
国
宝
収
蔵

八



卯 う
づ
き
月
　
第
６７４

号
　
2017年

4月
1日
発
行（
月
刊
）／
宗
像
大
社
　
〒
811─

3505　
福
岡
県
宗
像
市
田
島
2331　

電
話（
0940）62─

1311（
代
）　
http://w

w
w
.m
unakata-taisha.or.jp/

よ
り
読
み
や
す
く
、
克
つ
、
読

ん
で
頂
け
る
よ
う
な
社
報
と
い
う
テ
ー
マ
の
下
、今

号
よ
り
社
報
を
一
新
し
ま
し
た
。
紆
余
曲
折
し
な

が
ら
も
何
と
か
年
度
替
り
の
四
月
号
に
間
に
合
わ

せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
追
い
込
ま
れ
な
い
と

仕
事
が
出
来
な
い
小
生
の
性
格
が
災
い
し
、完
璧
な

る
社
報
に
は
至
っ
て
い
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
少

し
ず
つ
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
▼
昭
和
三
十
六
年
一
月
に
発
刊
し
て

依
頼
、五
十
五
年
以
上
続
く
社
報
宗
像
。
月
刊
誌
と

し
て
今
号
で
六
七
四
号
。
今
月
も
発
刊
さ
せ
て
頂
い

て
い
る
と
の
思
い
で
、
未
来
に
繋
い
で
い
か
ね
ば
と

存
じ
ま
す
。
ど
う
ぞ
隅
々
ま
で
お
読
み
頂
き
ま
し

て
、忌
憚
の
な
い
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
（
鈴
）

編
集
後
記

１日	 春季大祭	 午前11時
───────────────────────────　
２日	 春季総社祭	 午前11時
	 引続き、高宮祭・宗像護国神社春季大祭
───────────────────────────
11日	 沖津宮大祭	 午前９時
	 	 （沖津宮遙拝所）
	 中津宮大祭	 午前11時
	 	 （中津宮本殿）
───────────────────────────
15日	 総社月次祭	 午前11時
　　　　引続き、高宮祭　
29日	 昭和祭	 午前11時
───────────────────────────

　　 4月 まつりごよみ
───────────────────────────
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